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論  文  名 中世平泉の生活文化に関する考古学的研究 
 
本論文は、考古学の立場から、中世平泉について総合的に考察したものである。検討対象は、陶磁
器を中心とする出土遺物、四面庇建物や井戸等の遺構、代表的な遺跡としての柳之御所遺跡、金鶏山
経塚、寺院跡など多岐にわたる。これまでに蓄積された資料を網羅的に集成し、新たに評価し直すこ
とによって、中世都市平泉の形成と発展、そして終焉を解明しようとするものである。論文全体は序
章、終章を含む９章から構成される。 
 序章では、研究の現状と問題点を整理する。第Ⅰ章では、これまでの出土遺物から輸入陶磁器、国
産陶器（常滑、渥美、花立窯跡）、かわらけを中心に集成して年代と分布の粗密を論じ、1100 年から
1189年までの様相を確認する。第Ⅱ章では、検出遺構について、特に四面庇建物の性格と、井戸跡の
実態を集成して論じる。第Ⅲ章では、柳之御所遺跡の調査成果をまとめ、平泉館としての内部地区の
様相、また加羅御所の位置を論じる。第Ⅳ章では、金鶏山経塚について 1930 年調査古写真等から遺
跡内容を整理し意義を論じる。第Ⅴ章では、寺院について、中尊寺、毛越寺、無量光院跡の考古学的
調査成果をまとめる。町教委の毛越寺整備報告書を執筆した業績に基づき、２時期を設定してその変
遷を論じる。第Ⅵ章では、「平泉という空間」として全体を捉え、各時期の領域変遷を考古学的に整
理し文献記録と対照させる。第Ⅶ章では、特徴的な遺物として、手づくねかわらけ、白磁四耳壷、常
滑と渥美の甕等の「平泉セット」の意味を考え、平泉藤原氏の東北北部掌握領域について考察する。
そして終章において全体をまとめ、生活文化を重視した通時的変遷を論じる。柳之御所遺跡内部地区
と中尊寺から開始された都市平泉が、物資流通拠点の道、寺院整備などを通じて、面的に発展して全
盛期を迎え、滅亡期に至る状況を、考古学的資料をまとめることで結論とし、文献史料との総合をめ
ざす。 
本論文の結論は詳細かつ実証的な資料分析に立脚して説得力に富み、斯学の発展に資するものであ
る。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与される資格を有するものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
